
三宮献血ルームのメッセージノートに記されていた言葉。
それは、わずか4歳で小児ガンのためにお空に逝ってしまった
"りょうすけ君"ことを思って書かれたものでした。

私の4歳の長男は小児ガンです。10ヶ月の闘病生活の末、亡くなってしまいました。
その間、皆様の献血のおかげで安心して治療を受ける事ができました。本当にありがとうございます。あの子は輸血されると元気になる事を知っていて
『アンパンマンのエキスだ～』と言っていました。
一時は毎日のように輸血させて頂きました。　
輸血が必要な時　『今　足りないので待っていてください』
と言われ　祈るような想いで待っていた事もありました。
届いたときは、本当に嬉しかったです。献血して頂きました皆様になんてお礼を言ったらいいのか。
ありがとう！　ありがとう！医療スタッフと皆様のおかげで生きながらえる事ができて
どんなに《ありがとう》と言っても足りません。
今でも病院では、多くの子供たちが輸血を待ってます。
これからも献血をお願いします。　もちろん私も来ます。
子供たちの笑顔が消えませんようにと祈ってます。

　このメッセージに広島のテレビ局が興味を持ち、やがてそ
れは特集として放送されました。http://www.tss-tv.co.jp/news/anpan/（ブロードバンドで10分30秒の動画を観る事ができます）
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